
JP 5022522 B2 2012.9.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズによって結像された被写体像を光電変換して撮影画像を得る撮像手段と、
　前記撮像手段が設けられ、縦長の略直方体形状の装置本体であり、折りたたみ形態では
ない単一の装置本体と、
　前記装置本体に設けられ、長手方向が前記装置本体の長手方向と一致するように配置し
た略長方形の表示画面を持つディスプレイと、
　前記ディスプレイの上方に設けられ、撮影モードにおいて、スルー画像を表示する画像
表示エリアと、
　前記ディスプレイの下方に設けられ、前記撮影モードにおいて、前記スルー画像を表示
しないブランクエリアとを有しており、
　前記ブランクエリアには、前記ディスプレイに表示されるタッチパネル式の操作部であ
り、前記撮影モードにおいて前記撮影画像を記録するためのレリーズキーが設けられてお
り、
　前記撮影レンズは、前記装置本体において、前記ディスプレイが配置される第１面とは
反対側の第２面の上方部分に配置されており、
　前記レリーズキーは、前記装置本体の下方部分において前記第１面を前記親指で前記第
２面を前記親指以外の指で挟み込むように前記装置本体の下方部分を片手でホールドした
ときに、前記親指で操作可能な位置であり、
　前記親指で操作可能な位置は、前記第１面上の前記親指と前記第２面を支える前記親指
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以外の指とを前記装置本体を挟んで対向させた状態で前記親指によって操作可能な位置で
あり、
　さらに、前記レリーズキーを含む操作部の大きさは、前記レリーズキーを含む前記操作
部を除いた前記ブランクエリアの面積よりも小さいことを特徴とするディスプレイ付き撮
像装置。
【請求項２】
　さらに、前記ブランクエリアにおいて、前記レリーズキーの右側に、前記レリーズキー
以外の操作部が配置されていることを特徴とする請求項１記載のディスプレイ付き撮像装
置。
【請求項３】
　前記ブランクエリアには、選択されている撮影モードの種類が表示されることを特徴と
する請求項１又は２記載のディスプレイ付き撮像装置。
【請求項４】
　動画撮影が可能なことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のディスプレイ付き
撮像装置。
【請求項５】
　前記撮影画像を再生する再生モードを有しており、前記再生モードのときに、前記撮影
画像を前記表示画面に全画面表示することが可能なことを特徴とする請求項１～４のいず
れかに記載のディスプレイ付き撮像装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はディスプレイ付き撮像装置及び画像表示装置に関し、特に、ＬＣＤ等の横長の
ディスプレイを装置本体に設けたディスプレイ付き撮像装置及び画像表示装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＣＤイメージセンサ等の撮像手段によって撮像した撮影画像をデジタルデータに変換
して、メモリに記憶するデジタルカメラが知られている。このデジタルカメラの本体には
、その背面に、ＬＣＤなどの撮影画像を表示するディスプレイが設けられている。このデ
ィスプレイは、撮影時には、被写体のライブ画像をスルー表示して、電子ビューファイン
ダとして機能するとともに、再生時には、メモリに記憶した撮影画像を再生表示する。
【０００３】
　デジタルカメラの普及に伴って、カメラの本体サイズの小型化及び薄型化が進む一方、
ディスプレイについては、視認性の向上や、迫力のある画像表示を目的として、表示画面
の大型化が進んでいる。表示画面を大型化すると、必然的にカメラ本体の背面を占有する
面積が多くなり、カメラ本体を把持するためのグリップスペースが相対的に小さくならざ
るを得ないが、そうすると、撮影時のようにカメラ本体をしっかりとホールドする必要が
あるときには、カメラ本体を把持する手が表示画面にかかってしまい、表示画面の一部が
覆い隠されてしまう。こうなると、撮影画像を表示画面全体に表示しても、却って視認性
を低下させてしまうおそれも生じる。
【０００４】
そこで、再生時には、表示画面全体に撮影画像を表示し、撮影時には、撮影画像の表示サ
イズを再生時よりも一回り小さくすることで、表示画面のうち上記グリップスペースに相
当する領域を撮影画像を表示しないブランクエリアとするカメラが提案されている（例え
ば、下記特許文献１参照）。
【０００５】
下記特許文献１のカメラがそうであるように、カメラ本体のデザインは略直方体形状のも
のが多く、この本体を横に寝かせて、本体の長手方向を水平方向に略一致させた横長の姿
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勢を正姿勢とする横型タイプのものがポピュラーである。ここで、カメラの正姿勢とは、
例えば、４：３の標準的なアスペクト比（縦横比）を持つ撮影画像を横長の姿勢（いわゆ
る横位置）で撮影可能な姿勢をいう。このような横型タイプのカメラでは、撮影時には、
横方向の一端が手で包み込むように把持されてホールドされる。また、本体が横長である
ため、他端をもう一方の手で支えやすく、両手でカメラを把持する場合には安定した状態
でホールドしやすい。
【０００６】
横型タイプのカメラでは、正面から見て本体の左側端部がグリップ位置（把持位置）とな
るため、上記グリップスペースは、背面から見ると右側に位置する。そのため、上記ブラ
ンク領域は、表示画面の右側に設定され、撮影画像は、その表示サイズを表示画面全体の
サイズよりも縮小され、その画像が表示画面の左上方に寄せて表示される。記録した撮影
画像の再生は、カメラをテーブルに置いたり、手のひらに載せた状態でできるので、撮影
時のように上記グリップスペースを確保する必要性がなく、表示画面全体に撮影画像が表
示される。これにより、迫力のある大画面の映像を楽しむことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－２８９４８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本出願人が最近行った調査によれば、カメラ本体の小型化や薄型化が進むと片手でホー
ルドする場合が多くなり、従来一般的だった横型タイプよりも、正姿勢が縦長になる（本
体の長手方向を垂直方向に略一致させる）縦型タイプの方が、安定してホールドできると
いう調査結果が得られている。この理由は、カメラを片手でホールドする場合、横型タイ
プでは、横長の本体の横方向の側端部分をグリップしてホールドするのに対して、縦型タ
イプの場合には、縦長の本体の下方部分をグリップしてホールドするので、本体の重心位
置に近い位置で支えやすくなり、本体のふらつきが抑制されるためと考えられる。
【０００９】
　このように小型で薄型のカメラでは、撮影時には、縦型タイプの方がホールド性が高く
なるものの、縦型タイプにすると、当然ながら横型タイプと比較してボディの横幅が狭く
なるため、ディスプレイの横幅を広げにくくなり、ディスプレイの大画面化がしにくいと
いう問題が生じる。ディスプレイをフレーミング用に用いる撮影時には、表示画面が多少
小さくてもそれほど支障はないが、再生時の映像の迫力を得るためには、表示画面はでき
るだけ大きい方がよいため、そうした不都合に対する対策が望まれていた。
【００１０】
　また、こうしたカメラに限らず、装置本体に横長のディスプレイを持つ画像表示装置で
、その表示画面に横長のアスペクト比を持つ画像を表示させる場合には、画像の表示姿勢
が固定されていると、装置本体の姿勢変化に対応できず、不便な場合も多い。
【００１１】
  本発明の目的は、再生時の表示画面のサイズを大型化することができる縦型タイプのデ
ィスプレイ付き撮像装置を提供することにある。
【００１２】
　また、本発明の別の目的は、横長のディスプレイを持つ画像表示装置の利便性を高める
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
本発明のディスプレイ付き撮像装置は、撮影レンズによって結像された被写体像を光電変
換して撮影画像を得る撮像手段と、この撮像手段が設けられた略直方体形状の装置本体と
、この装置本体の背面に配置され、前記撮影画像を表示する略長方形の画面を持つディス
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プレイとを有し、このディスプレイを、その画面の長手方向が前記装置本体の長手方向と
一致するように配置したディスプレイ付き撮像装置において、前記撮像手段によって得ら
れた横長のアスペクト比を持つ撮影画像を、その横方向と前記ディスプレイの長手方向と
が直交する表示姿勢で、前記ディスプレイに表示する第１表示モードと、この第１表示モ
ードにおける前記撮影画像の表示姿勢を９０°回転させることにより、前記撮影画像の横
方向と前記ディスプレイの長手方向とを略一致させた表示姿勢で前記撮影画像を前記ディ
スプレイに表示する第２表示モードとからなる２つの表示モードを切換制御する表示制御
手段を設けたことを特徴とする。
【００１４】
前記表示制御手段は、例えば、前記撮像手段による撮影が行われる撮影モードのときに前
記第１表示モードを実行し、撮影済みの撮影画像を再生する再生モードのときに前記第２
表示モードを実行する。
【００１５】
　前記第１表示モードで前記ディスプレイに表示される撮影画像は、例えば、撮影の際に
前記撮像手段によって取得され前記ディスプレイにスルー表示されるライブ画像であり、
前記第２表示モードで前記ディスプレイに表示される撮影画像は、撮影後に再生される再
生画像である。
【００１６】
　前記表示制御手段は、例えば、前記第２表示モードにおいて、前記撮影画像を全画面表
示するとともに、前記第１表示モードにおいて、前記撮影画像を、そのアスペクト比を保
ちつつ前記ディスプレイの画面の幅と前記撮影画像の横の長さとが略一致する大きさで部
分表示することにより、前記ディスプレイの画面内に前記撮影画像を表示しないブランク
エリアを生じさせる。
【００１７】
　前記ブランクエリアに、前記撮影画像とは別の情報を表示してもよい。この別の情報に
は、例えば、撮影条件及びコマ番号の少なくとも一方が含まれる。また、前記ブランクエ
リアを、前記装置本体に対する操作信号の入力が可能なタッチパネルとしてもよい。この
タッチパネル内には、前記第１表示モードのときに、例えば、少なくとも撮影指示を与え
るレリーズボタンが表示される。さらに、前記タッチパネル内には、前記第２表示モード
のときに、少なくとも再生コマ切換ボタンが表示されることが好ましい。さらに、前記ブ
ランクエリアは、前記装置本体が縦姿勢のときに、前記撮影画像の下方部分に設けられる
ことが好ましい。
【００１８】
　前記装置本体の前面に設けられた撮影レンズを、その上端部分が、その下端部分よりも
、前記装置本体の背面に設けられた前記ディスプレイの表示画面に近づくように、後傾さ
せて配置することが好ましい。
【００１９】
　前記装置本体の縦姿勢と横姿勢の２つの姿勢を検知する姿勢検知手段を設け、この姿勢
検知手段によって検知された姿勢に応じて、前記撮影モードと前記再生モードの２つのモ
ードを切り替えることが好ましい。
【００２０】
　本発明の画像表示装置は、略直方体形状の装置本体と、この装置本体に設けられ、画像
を表示する略長方形の画面を持つディスプレイとを有し、このディスプレイを、その画面
の長手方向が前記装置本体の長手方向と一致するように配置した画像表示装置において、
横長のアスペクト比を持つ画像を、その横方向と前記ディスプレイの長手方向とが直交す
る表示姿勢で、前記ディスプレイに表示する第１表示モードと、この第１表示モードにお
ける前記画像の表示姿勢を９０°回転させることにより、前記画像の横方向と前記ディス
プレイの長手方向とを略一致させた表示姿勢で、前記画像を前記ディスプレイに表示する
第２表示モードとからなる２つの表示モードを切換制御する表示制御手段を設けたことを
特徴とする。
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【００２１】
　前記第２表示モードでは、前記画像が前記ディスプレイに全画面表示されることが好ま
しい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、表示画面が横長のディスプレイに、横長のアスペクト比を持つ画像を表示す
る場合に、画像の長手方向と表示画面の長手方向とが直交する第１の表示姿勢と、画像の
長手方向と表示画面の長手方向とが略一致する第２の表示姿勢とを切換可能にしたから、
再生時の表示画面のサイズを大型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】デジタルカメラの前面斜視図である。
【図２】デジタルカメラの背面斜視図である。
【図３】デジタルカメラを横向きの姿勢にした状態を示す説明図である。
【図４】電気構成の概略構成を示すブロック図である。
【図５】レリーズボタン及びマルチファンクションキーを側面に配置したデジタルカメラ
の説明図である。
【図６】撮影レンズを上方に向けて傾けて配置したデジタルカメラの説明図である。
【図７】ジャイロセンサを用いた場合の電気構成のブロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　図１及び図２は、本発明の第１の実施形態であるデジタルカメラ１０の構成を示す斜視
図である。デジタルカメラ１０は、略直方体形状のカメラ本体１１を持っており、その長
手方向が垂直方向と略一致する姿勢を正姿勢とする縦型タイプのカメラである。このカメ
ラ本体１１は、撮影時には、例えば、ユーザの手１７で、その下方部分をグリップしてホ
ールドされる。カメラ本体１１の前面には、上方部分に、撮影レンズ１２と、ストロボ発
光部１４が設けられており、中央部分に、レリーズボタン１６が設けられている。レリー
ズボタン１６は、グリップした手１７の人差し指１７ａによって操作しやすい位置に配置
される。デジタルカメラ１０は、この正姿勢で撮影が実行されると、４：３の標準的なア
スペクト比を持つ横長の撮影画像を取得する。
【００２５】
　カメラ本体１１の下面には、撮影画像のデータを記憶するメモリカード（図４の符合５
５参照）が着脱自在に挿抜されるカードスロット（図示せず）と、メモリカード内のデー
タをＰＣなどの外部装置へ転送するためのＵＳＢコネクタ（図４の符合５７参照）とが配
置されている。
【００２６】
　カメラ本体１１の一方の側面には、撮影画像をメモリカードに記録する撮影モード、メ
モリカードに記録済みの画像データを再生する再生モード、各種の設定を行うセットアッ
プモードなどのカメラの動作モードを切り替えるモード切替ダイヤル２１と、各動作モー
ドで割り当てられる機能が切り替わるマルチファンクションキー２２とが設けられている
。マルチファンクションキー２２は、例えば、撮影モードでは、ズームキーとして機能し
、再生モードでは、コマ切り替えキーとして機能し、セットアップモードでは、設定画面
上のカーソル移動キーとして機能する。また、カメラ本体１１の他方の側面には、電源ス
イッチ２４が設けられている。
【００２７】
　カメラ本体１１の背面には、撮影画像を表示するＬＣＤ(LiquidCrystal Display)パネ
ル２５が設けられている。ＬＣＤパネル２５は、撮影モードでは、被写体のライブ画像を
リアルタイムでスルー表示する電子ビューファインダとして機能し、再生モードでは、メ
モリカードに記録済みの撮影画像を再生表示する再生モニタとして機能する。また、セッ
トアップモードでは、各種の設定画面が表示される。
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【００２８】
　ＬＣＤパネル２５は、略長方形の表示画面２３を有し、その長手方向が、カメラ本体１
１の長手方向と一致する向きで配置される。表示画面２３の長辺と短辺の比は、例えば、
撮影画像のアスペクト比（縦横比）とほぼ同様のアスペクト比を持っており、カメラ本体
１１を正姿勢の状態から９０°回転させて横向きにしたときに、表示画面２３が横長にな
って、横長の撮影画像の姿勢と一致するようになっている。
【００２９】
　カメラ本体１１が正姿勢のときには、ＬＣＤパネル２５の表示画面２３の向きは縦長に
なる。撮影モードでは、表示画面２３のうち、上方部分の領域が画像表示エリア２３ａと
して使用される。この画像表示エリア２３ａには、被写体のライブ画像（撮影画像）がス
ルー表示される。撮影画像は、この画像表示エリア２３ａに、例えば、４：３のアスペク
ト比を保ったまま、その横方向の長さが表示画面２３の短辺方向の幅と略一致する表示サ
イズで表示される。
【００３０】
　撮影モードにおいては、表示画面２３の下方部分は、撮影画像が表示されないブランク
領域２３ｂとなる。デジタルカメラ１０は、正姿勢のときには、本体１１の下方部分が把
持されてホールドされるので、ブランクエリア２３ｂは、グリップスペースとなる。この
スペースに撮影画像は表示されないので、フレーミング時にカメラ本体１１を把持する手
１７によって撮影画像が隠されてしまうことがない。
【００３１】
このブランクエリア２３ｂには、撮影条件や撮影枚数などの撮影画像以外の各種の情報が
表示される。この情報としては、例えば、選択されている撮影モードの種類（遠景撮影モ
ード、近接撮影モード、ポートレート撮影モード、オートモードなど）や、ストロボ発光
モードの種類（赤目軽減モード、強制発光モード、発光禁止モードなど）や、バッテリー
の残量、撮影枚数などである。この他、Ｆ値やシャッタスピードを表示してもよい。
【００３２】
また、ブランクエリア２３ｂには、操作信号を入力するタッチパネル（図４の符合５６参
照）が設けられており、このタッチパネルがデジタルカメラ１０の操作部として使用され
る。
【００３３】
撮影モードにおいては、ブランクエリア２３ｂに、例えば、レリーズキー２６，ズームキ
ー２７が表示され、タッチパネルには、その表示位置に対応する位置にそれぞれの操作信
号を入力するスイッチが割り当てられる。この他、ブランクエリア２３ｂ上の操作部とし
て、モード切替キーなど他のキーを設けてもよい。ブランクエリア２３ｂには、手１７の
親指１７ｂが位置するので、各操作キーは、親指１７ｂによって操作しやすい位置に配置
される。これらレリーズキー２６やズームキー２７と、上記レリーズボタン１６やマルチ
ファンクションキー２２とはともに有効な状態になっており、ユーザの好みに応じて、操
作しやすい方を選択することができる。もちろん、設定によってどちらか一方を有効化し
、他方を無効化できるようにしてもよい。
【００３４】
　図３に示すように、記録した撮影画像の再生は、カメラ本体１１の姿勢を、縦長の正姿
勢から９０°回転させた横向きの姿勢で行われる。横向きにすると、ＬＣＤパネル２５の
表示画面２３は横長になる。再生モードでは、表示画面２３の全域が画像表示エリアとな
る。撮影画像は、その表示姿勢が撮影モードのときの姿勢から９０°回転するとともに、
表示サイズも、横方向の長さが表示画面２３の長手方向の長さに合うように拡大される。
これにより、表示画面２３に撮影画像が全画面表示される。このため、再生時には、迫力
のある映像を楽しむことができる。
【００３５】
　再生時には、撮影時と比較して、カメラ本体１１をしっかりとホールドする必要性はな
いため、カメラ本体１１は、手１７のひらに載せたり、テーブルなどに置かれる。このた
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め、表示画面２３がグリップする手１７によって覆われることはない。
【００３６】
　再生モードでは、上記マルチファンクションキー２２がコマ切り替えキーとして機能す
る。メモリカードに複数の撮影画像（撮影コマ）が記録されている場合には、マルチファ
ンクションキー２２を操作することで、表示画面に表示する撮影コマが切り替えられる。
また、表示画面２３の右下には、メモリーカードに記録された撮影画像の総数（「０３０
」）と表示コマのコマ番号（「０１５」）とが表示される。
【００３７】
　また、コマ番号の上には、コマ切り替えキー２９が表示される。表示画面２３の右側（
正姿勢のときに下方部分に相当する領域）には、上述したとおり、タッチパネルが設けら
れており、コマ切り替えキー２９は、その部分に表示される。このコマ切り替えキー２９
を操作して表示コマの切り替えを行うことも可能である。
【００３８】
　図４は、デジタルカメラ１０の電気的構成を示すブロック図である。撮影レンズ１２の
背後には、撮影レンズ１２を透過した被写体光が結像される撮像面を持ち、この撮像面で
受光した被写体光を光電変換する撮像手段であるＣＣＤ４０が配置されている。ＣＣＤ４
０は、タイミングジェネレータ（ＴＧ）４２を介して、システムコントローラ４１に接続
されている。システムコントローラ４１は、操作信号の入力に応じて、デジタルカメラ１
０の全体を制御する制御手段である。
【００３９】
　撮影モードにおいては、システムコントローラ４１は、ＴＧ４２を制御してタイミング
信号（クロックパルス）を発生させ、ＣＣＤ４０は、ＴＧ４２から入力されるタイミング
信号（クロックパルス）によって駆動される。
【００４０】
　ＣＣＤ４０から出力された撮像信号は、相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）４３に入
力され、ＣＣＤ４０の各セルの蓄積電荷量に対応したＲ，Ｇ，Ｂの画像データとして出力
される。ＣＤＳ４３から出力された画像データは、増幅器（ＡＭＰ）４４で増幅され、Ａ
／Ｄ変換器（Ａ／Ｄ）４５によって、アナログ信号からデジタルな画像データに変換され
る。
【００４１】
　画像入力コントローラ４６は、データバス４７を介してシステムコントローラ４１に接
続されている。また、データバス４７には、内部メモリ４８が接続されており、この内部
メモリ４８としては、例えば、ＳＤＲＡＭが用いられる。システムコントローラ４１は、
画像入力コントローラ４６を制御して、Ａ／Ｄ４５から出力された画像データを内部メモ
リ４８に記憶させる。
【００４２】
　画像信号処理回路５１は、内部メモリ４８に記憶された画像データにアクセスして、階
調変換、ホワイトバランス補正、γ補正処理等の各種画像処理を施す。また、ＹＣ変換処
理回路５２は、各種画像処理が施された画像データを輝度信号Yと色差信号Ｃｒ，Ｃｂと
に変換する。
【００４３】
　撮影モードでは、所定のフレームレートでＣＣＤ４０が撮像処理を行い、取得した画像
データに対して上記画像処理が施され、処理済みの撮影画像がライブ画像としてＬＣＤパ
ネル２５にスルー表示される。ＬＣＤパネル２５は、ＬＣＤドライバ４９によって駆動さ
れる。ＬＣＤドライバ４９は、画像メモリやＤ／Ａコンバータを備えており、画像メモリ
に一時的に蓄積した処理済みの画像データを、Ｄ／Ａコンバータで、例えば、ＮＴＳＣ方
式のアナログ信号に変換して、ＬＣＤパネル２５に出力する。
【００４４】
　レリーズ操作が行われると、ＣＣＤ４０によって、スルー表示用のライブ画像よりも画
素数の大きな本画像データが取得される。この本画像データに対しては、上記画像処理が
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なされるとともに、圧縮伸張処理回路５３によって、所定の圧縮形式（例えば、ＪＰＥＧ
形式）で圧縮処理が施される。圧縮処理が施された本画像データは、メディアコントロー
ラ５４を介してメモリカード５５に記憶される。
【００４５】
　再生モードでは、メモリカード５５に記録された本画像データがいったん内部メモリ４
８に読み出されて、圧縮伸張処理回路５３によって伸張処理が施された後、ＬＣＤドライ
バ４９に出力され、ＬＣＤパネル２５に再生表示される。
【００４６】
　システムコントローラ４１は、ＬＣＤドライバ４９等を通じて、撮影画像の表示姿勢や
表示サイズを制御する。すなわち、撮影モードの時には、ＬＣＤ２５の表示画面２３のう
ち、上方部分（画像表示エリア２３ａ）が撮影画像表示に使用されるので、撮影画像の横
幅（長手方向の長さ）が表示画面２３の短辺方向に合うように表示サイズが調節される。
さらに、撮影画像は、その表示姿勢が、表示画面２３の長手方向と、撮影画像の長手方向
（横方向）が直交する向きで表示される。これにより、カメラ本体１１を正姿勢（図２参
照）にしたときのカメラ本体１１の天地左右と、撮影画像の天地左右が一致する。
【００４７】
　他方、再生モードの時には、撮影画像が表示画面２３に全画面表示されるように、撮影
画像の表示サイズが拡大されるとともに、撮影画像の表示姿勢は、撮影モードの姿勢から
９０°回転して、表示画面２３の長手方向と、撮影画像の長手方向（横方向）が一致する
向きに変更される。これにより、カメラ本体１１を横向き（図３参照）にしたときのカメ
ラ本体１１の天地左右と、撮影画像の天地左右が一致する。
【００４８】
　タッチパネル５６は、レリーズボタン１６やマルチファンクションキー２２とともに、
システムコントローラ４１に対して操作信号を入力する。タッチパネル５６としては、そ
の配置位置に応じて、表示画面２３の下に配置するタイプと、透明なスクリーンで形成さ
れ表示画面２３を覆うタイプがあり、また、接触の検知方式として、パネル上の圧力の変
化を感知する感圧式と、静電気による電気信号を感知する静電式などの検知方式があり、
いずれを用いてもよい。
【００４９】
　ＵＳＢコネクタ５７は、ＰＣなどの外部装置とケーブルを介して接続して、メモリカー
ド５５に記憶された画像データを転送したり、外部装置からデータを取り込むための通信
インターフェースである。
【００５０】
以下、上記構成による作用について説明する。ユーザはデジタルカメラ１０で撮影する場
合には、モード切替ダイヤル２１で撮影モードを選択して、図１及び図２に示すようにカ
メラ本体１１を正姿勢にしてその下方部分をグリップしてホールドする。デジタルカメラ
１０は、縦型タイプなので、こうしたグリップ方法によって、安定したホールド感が得ら
れる。
【００５１】
撮影モードでは、画像表示エリア２３ａに撮影画像がスルー表示される。画像表示エリア
２３ａの撮影画像は、その横方向（長手方向）が表示画面２３の長手方向と直交する姿勢
で表示される。画像表示エリア２３ａの下方部分は、ブランクエリア２３ｂになっている
ので、撮影画像の一部が手１７によって隠れてしまうようなことはない。この画面を見て
フレーミングを行い、フレーミング終了後、レリーズボタン１６又はレリーズキー２６を
用いてレリーズ操作を行う。レリーズ操作がなされると、本画像データがメモリーカード
５５に記録される。
【００５２】
　記録した撮影画像を再生する場合には、モード切替ダイヤル２１で再生モードを選択し
、図３に示すように、カメラ本体１１を正姿勢の状態から９０°回転させて横向きにする
。再生モードが選択されると、メモリーカード５５内の撮影画像が表示画面２３に表示さ
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れる。再生モードにおいては、撮影画像は、撮影モードのときの表示姿勢から９０°回転
して、撮影画像の横方向（長手方向）と表示画面２３の長手方向とが一致する向きで、表
示画面２３に全画面表示される。これにより、迫力のある映像を楽しむことができる。
【００５３】
　上記実施形態で示した表示画面内の操作キーの種類や、そのレイアウトは一例であり、
それらは、適宜変更が可能である。例えば、右利きのユーザと左利きユーザとでは、それ
ぞれに適した操作キーのレイアウトが異なる。こうした場合を考慮して、右利き用の操作
キーのレイアウトと、左利き用のそれとを設定によって切り替えられるようにしてもよい
。この場合には、設定情報に基づいて、システムコントローラが操作キーの表示位置を変
更することで、レイアウトが切り替えられる。
【００５４】
また、再生モードのときに、撮影画像を表示画面に全画面表示する例で説明したが、全画
面表示でなくてもよく、撮影時の表示サイズよりも大きく表示されればよい。また、撮影
途中に、記録した撮影画像を少しの間再生表示して確認したい場合もある。そのような画
像確認のためにカメラ本体の姿勢を横向きにするのは面倒なので、再生モードにおいても
、撮影モードと同じ姿勢で撮影画像を表示できるようにしてもよい。
【００５５】
　なお、上記実施形態では、ブランクエリアを、撮影画像以外の各種の情報を表示する情
報表示エリアとして使用したり、操作キーを表示するとともにタッチパネルを設けて操作
部として機能するようにしているが、そうしなくてもよく、単にブラックアウトさせたグ
リップスペースとして使用するのみでもよい。また、ブランクエリアを設けずに、例えば
、上方部分に撮影画像の全体を表示し、下方部分に前記撮影画像の一部を拡大した画像を
表示するなど、下方部分（ブランクエリアに相当する領域）についても画像表示エリアと
して使用してもよい。
【００５６】
　また、上記実施形態では、操作信号入力手段として、カメラ本体に設けられる操作部材
（レリーズボタン、マルチファンクションキーなど）に加えて、ブランクエリアに配置さ
れるタッチパネルを設けた例で説明しているが、いずれか一方のみでもよい。操作信号入
力手段として、タッチパネルのみを使用すれば、操作部材をカメラ本体に設ける必要がな
くなるので、カメラ本体表面の凹凸がなくなり、デザイン性が向上する。
【００５７】
また、カメラ本体に設けられる操作部材のレイアウトは、一例であり、グリップ位置等に
応じて、適宜変更することができる。図５に示すように、デジタルカメラ７１の持ち方と
しては、カメラ本体７２の前面を手１７の平で包み込むようにして、その両側面を指でグ
リップする持ち方も考えられる。このような場合には、側面に位置する指でレリーズ操作
やズーム操作を行うことができるように、カメラ本体７２の一方の側面にレリーズボタン
７３とマルチファンクションキー７４を並べて配置してもよい。なお、図５において、上
記実施形態と同様の部位や部材については便宜上同一の符合を付す。
【００５８】
　また、上記実施形態では、ＬＣＤパネルの表示画面に対して、光軸が垂直になるように
、撮影レンズが設けられているが、図６に示すデジタルカメラ８１のように、ＬＣＤパネ
ル８２の表示画面８２ａに対して、撮影レンズ８３の光軸８４を傾けてもよい。撮影レン
ズ８３は、カメラ本体８５を正姿勢にした状態で表示画面８２ａを鉛直方向と平行にした
ときに、撮影レンズ８３の集光面が若干上を向くように、後傾させた姿勢で取り付けられ
ている。すなわち、撮影レンズ８３は、その上端部分が、下端部分よりも、後方に配置さ
れるＬＣＤパネル２５に近づくように傾けて配置される。このため、撮影レンズ８３の光
軸８４は、表示画面８２ａに対して垂直ではなく、上方に向けて傾く。この光軸８４の傾
きに応じて、ＣＣＤ８６の撮像面も傾けられる。
【００５９】
こうすると、図６（Ｂ）に示すように、ユーザが撮影レンズ８３を被写体に向けると、カ
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メラ本体８５の姿勢が前傾するので、表示画面８２ａが上方に向けて傾く。このため、ユ
ーザがデジタルカメラ８１をユーザの顔よりも下方で構えるような場合には、目の方向に
表示画面８２ａが向くので画面が見やすくなる。また、手首の角度も緩やかになるので、
持ちやすい。この場合には、撮影レンズ８３の向きに合わせて、ＣＣＤ８６も、表示画面
８２ａに対して傾けて配置される。
【００６０】
　また、上記実施形態では、撮影モードと再生モードの切り替えを、モード切替ダイヤル
などを通じてマニュアルで行うようにしているが、カメラ本体の姿勢を検出する姿勢検知
手段を設けて、この姿勢検知手段が縦向きを検知したときは撮影モードに、横向きを検知
したときは再生モードにというように、カメラ本体の姿勢に応じて自動的にモード切替を
行うようにしてもよい。姿勢検知手段としては、例えば、図７に示すように、ジャイロセ
ンサ（角速度センサ）９１などが使用される。システムコントローラ４１は、ジャイロセ
ンサ９１からの信号に応じて、ＬＣＤパネル２５の表示を制御する。
【００６１】
　また、上記実施形態では、撮影モードと再生モードの切り換えに応じて、撮影画像の表
示姿勢が切り換えるようにしているが、撮影モードと、再生モードのそれぞれの動作モー
ドにおいて、２つの表示姿勢を切り換え可能にしてもよい。例えば、ユーザーの使い方に
よっては、撮影モードにおいてもカメラ本体の姿勢を横向きにしたり、その反対に、再生
モードにおいて、カメラ本体の姿勢を縦向きにしたい場合もある。そのような場合を考慮
して、撮影モード及び再生モードのどちらの動作モードにおいても、ディスプレイの表示
画面の長手方向と撮影画像の長手方向とが直交する第１の表示姿勢と、この第１の表示姿
勢を９０°回転させることにより、前記表示画面の長手方向と撮影画像の長手方向とが略
一致する第２の表示姿勢を切り換え可能にすれば、ユーザーの利便性をより向上させるこ
とができる。この場合には、撮影モードと再生モードの動作モードを切り換える動作モー
ド切換操作部材の他に、撮影画像の表示モードを切り換える表示モード切換操作部材を設
けるとよい。
【００６２】
また、上記実施形態では、撮影画像のアスペクト比を４：３として説明したが、もちろん
、１６：９など他のアスペクト比でもよい。また、上記実施形態では、静止画を撮影する
デジタルカメラの例で説明したが、動画を撮影するデジタルカメラに本発明を適用しても
よい。また、上記実施形態では、本発明をデジタルカメラに適用した例で説明したが、こ
れに限るものはなく、携帯電話，ＰＤＡ（Personal Digital Assistance）など、撮像機
能を有する携帯端末などの各種のディスプレイ付き撮像装置に適用することができる。
【００６３】
さらに、撮像機能を有するディスプレイ付き撮像装置だけでなく、静止画像や動画像を再
生する画像再生プレーヤーなどの撮像機能を持たない画像表示装置にも本発明の適用が可
能である。画像表示装置の場合でも、装置本体の姿勢に応じて、画像の表示姿勢を切換可
能にすれば、ユーザーの利便性も向上する。
【００６４】
また、ディスプレイとして、ＬＣＤを例に説明したが、もちろん、ＬＣＤに限定されるも
のではなく、例えば、ＥＬ（エレクトロルミネセンス）素子を用いたディスプレイなど各
種のディスプレイを使用することができる。
【符号の説明】
【００６５】
　１０　デジタルカメラ
　１１　カメラ本体
　１２　撮影レンズ
　１６　レリーズボタン
　２３　表示画面
　２３ａ　画像表示エリア
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　２３ｂ　ブランクエリア
　２５　ＬＣＤパネル
　４１　システムコントローラ
　５６　タッチパネル

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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